
◆研修会の評価について
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この研修会の内容は、 あなたのニーズ・ 期待に添っていましたか。 4 13 14
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この研修会のねらい、 内容について理解できましたか。  1 10 20
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この研修会で学んだことは、 日頃の業務の中で役に立ちますか。 2 16 13

開催日時： 平成31年3月9日

回答人数　 　 　 　 31人

・ 高齢者の患者を評価した上で、 医療者が情報共有し治療・ 支援することが大事だと思った。

・ 高齢者の意思決定支援は非常に難しい。 他職種で考えることができてよかったと思う 。

・ 多職種で事例検討を行う ことによって、 総合的な視点で患者さんのことを考えることにつながったと思う 。
　 評価項目の種類を知れて勉強になり ました。

・ PSだけでは、 評価できないと日頃から思う ことがあった。 今回の研修会に参加したことで、 患者の状態をより 評価できる
　 ツールを知ることができた。 今後実践していけるよう 、 深く 学んでいきたい。

・ 日常業務の中で、 高齢者の患者さんへの関わり が大多数を占めるため、 本日の研修のテーマは、 今後高齢者の方への支援をする
　 上で役立ちました。

・ まず、 高齢者の機能評価をしっかり していきたいと思います。

・ マイクの声が聞こえにく かったです。 音がこもる発声の問題かもしれませんが、 聞き取り にく い講師の方がいましたので、
　 音量が大きい方がよかったです。

・ 他の医療機関の状況、 情報も知ることができ、 機能評価について今後やはり 検討することで、 同じツールを利用しての目安に
　 なると思った。

・ 半日でスムーズに研修できたと思います。 時間が短い分、 間延びせず要点が理解できました。

・ 多く の高齢者が化学療法を受けられるいるため、 理解できているか確認しながら話を進めていかなければならないと感じました。

・ 同じ病院の職員でも、 がん化学療法についてチームで話し合う 機会が少ないので、 いい機会となった。

・ MSWの方の講義がボリ ュームがあり 、 もう 少しコンパクト にして欲しかった。

・ 高齢者への投与量についてはまだ不明であるが、 評価方法など参考になった。

◆研修会を受講さ れてのご意見・ ご感想をお聞かせく ださ い。

・ がん診療の世界的潮流の中で、 高齢者がんを考えていく 必要があるという ことがよく 分かり ました。



　 と 考えられる点があり まし たら、 お聞かせく ださ い。

・ 開催地をどの病院からも同じ く らいの場所にしてもらいたい。

・ 研修会の準備等あり がと う ございました。

◆あなたが研修会を開催さ れる立場と なった場合、 今回の研修会で改善をし たら良い

・ 良く まとまった研修内容だと思います。

・ マイクの音量が小さ く 聞こえづらいことがよく あり ました。 また、 資料の文字が小さ く 見えづらいところがあったので、
　 改善していただければと思います。

・ 高齢者の評価を全く 行っていなかったので、 今日勉強できたことを今後に生かしたいと思います。

・ 機能評価することについて、 多少なり とも理解できました。

・ 高齢者機能評価ツールの必要性が理解出来ました。 これから後期高齢者が増加する中で、 どのよう に治療選択をするのか、
　 という タイミ ングで客観的なデータの1つとして活用していきたいと思います。

・ 実臨床に大変役に立つ研修会であった。

・ 高齢者患者に対する化学療法の適応は、 現在直面している重要な問題ですので、 大変参考になり ました。

・ 超高齢化社会が迫る中で、 薬物療法のdose等を考えることは多いが、 そもそも適応や背景を考慮することが改めて重要で
　 あると感じた。

・ とても良かったと思います。 この高齢者への評価を業務に取り 入れるかが課題と思います。

・ 高齢者機能評価について、 ほとんど知らない内容でした。 高齢者が増加している現状、 学んだことを取り 入れ業務に生かして
　 いきたいと思います。

・ 多職種と意見を交わせたことや他院の考えを聞く ことができ、 とても有意義な研修でした。

・ 当院で日頃考えている治療・ サポート フローは、 他院とさほど変わってないことが分かった。 高齢者への薬物療法は、 より 慎重さ
　 が求められると改めて考えた。

・ ワークショ ッ プ形式やグループ討論形式での研修は、 非常に勉強になり ます。

・ 同じ職種でのグループでの検討を加えてみると 、 またさらに情報が出てく るのでは（ 専門的に） と思いました。
　 他職種としての意見交換とまた同職種として更に深めるなど

・ 色々なツールを紹介していただき勉強になり ました。

・ 他の施設の方の考え方、 自分とは違う 視点で気づかされることがあり ました。 高齢がん患者さんの多い中で、 支援するはばも
　 広がったと思います。 高齢者の機能評価を行って評価をしていきたいと思います。

・ MSWと して、 がん相談支援員として、 どのよう な業務を行う と良いか、 良く 理解することができた。 がん相談支援センター
　 をより 多く の患者・ 家族に周知してもらう ことが今後重要であると感じた。 今後もがん相談のスキルアッ プを目指していき
　 たい。

・ 高齢化社会が更に問題となってく る中で、 今回学んだスクリ ーニング評価をどう 臨床で行っていく か院内で考える必要が
　 あると思った。 ガイド ラインを参考に症例を考えていきたい。

・ 化学療法を行う かどう かについて、 評価の必要性を知ることができた。

・ 研修内容はよく 理解でき、 役に立つ内容でした。

・ ほぼ今日の形で同意です。 （ 前半講義、 後半グループディ スカッ ショ ン）

・ マイクを使用されていたが、 大きい声で喋る方の声は後ろまで聞こえたが、 その外はほとんどぼそぼそと聞こえ、 聞き取り
　 にく かった。

・ 他施設の状況も知ることができたら良いと感じました。

・ 開催場所を東部の方でもしてほしい。

・ 資料の文字が小さ く て、 今後見直す際に見えにく い。

・ 会場が寒かったです。

・ マイクの調整（ 後ろの席はあまり 聞こえなかった） ※グループワークのとき

・ 他病院との情報交換の場（ 時間） が欲しいと思いました。
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